
2014 年度 小委員会活動成果報告 
（2015 年 1 月 30 日作成） 

小委員会名 建築教育基本構想小委員会 
主 査 名：元岡展久 
就任年月：2011 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築教育委員会 委員長名：石川孝重 
主 査 名： 

設 置 期 間    2011 年 4 月  ～  2015 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・教育カリキュラム、教育技術、教育制度など建築教育に関わる基本的な課題・ 問
題について、調査研究を行う。 

・26 年度は、建築教育シンポジウムにて各 WG での活動の情報を交換した。ま

た、2７年度の学会大会における研究集会の検討をおこなった。 
 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有り 

主査：元岡展久（お茶の水女子大学） 
岡田章（日本大学）田村雅紀（工学院大学）、須永修通（首都大学東京）、

小林正美（明治大学）、伊藤俊介（東京電機大学）、村田敬一（群馬県文化

財保護審議会専門委員） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

構造教育基本構想 WG：構造教育の将来検討 
材料施工系 WG：材料施工教育の将来検討 
環境設備系 WG：環境設備系教育の将来検討 
建築計画系 WG：建築計画系教育の将来検討 
都市計画 WG：都市計画系教育の将来検討 

2014 年度予算  240,000 円 ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス：http://news-sv.aij.or.jp/edu/s0/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数    2 回 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  
催し物 

（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

1. 第 14 回建築教育シンポジウム(2014 年 11 月 29 日)にて WG 主査が成果発表、

討論 

大会研究集会 教育本委員会主催による研究懇談会「大学・企業における BIM への取り組みと

教育の現状」の企画および運営に協力 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 

建築教育の分野ごとに、WG を組織し、WG を主体として、教育の問題点を検討した。

分野間で、情報を共有した。大学連携、産学連携など、各分野ごとに、実施可能な試

みを探った。 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

1. 建築の諸分野の問題点や共通の課題を探るため、構造、材料、建築計画、環

境工学、都市計画、設計の各分野において、WG を組織した。各 WG が主体

的に、各分野の教育の問題の検討、ならびに新たな試みをおこなっている。 
2. 一方、委員の数は十分とはいえず、施工、防災、情報システムなどの分野の

WG が組織できず、分野の偏りが最後まで問題として残った。 

委員会活動の問題点 
・課題 

1. 委員の専門分野に偏りがあり、特定分野の活動にとどまった。 
2. 教育研究に関する諸分野を統合するテーマを設定する必要がある 
3. 国際化に対応するための教育手法を検討する必要がある。 

 
＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通項目があれば、

最下段に項目を追加して記述してもよい。 
＊表中の「（書名）」等の赤文字は、記述を誘導するための説明である。記載の有無にかかわらず最終的には削除のうえ提出する

こと。 


